
 

 

 

 

相手がゆっくり話し、繰り返したり、言
い換えたりしてくれて、また自分が言
いたいことを表現するのに助け船を
出してくれるなら、簡単なやり取りをす
ることができる。直接必要なことやごく
身近な話題についての簡単な質問な
ら、聞いたり答えたりできる。  

単純な日常の仕事の中で、情報の直
接の やり取りが必要ならば、身近な
話題や活動について話し合いができ
る。通常は会話を続けていくだけの理
解力はないのだが、短い社交的なや
り取りをすることはできる。  

当該言語圏の旅行中に最も起こりや
すいたいていの状況に対処すること
ができる。たとえば、家族や趣味、仕
事、旅行、最近の出来事など、日常生
活に直接関係のあることや個人的な
関心事について、準備なしで会話に
入ることができる。 

流暢に自然に会話をすることができ、
母語話者と普通にやり取りができる。 
身近なコンテクストの議論に積極的
に参加し、自分の意見を説明し、弁明
できる。  

ことばをことさら探さずに流暢に自然 
に自己表現ができる。社会上、仕事
上の目的に合ったことば遣いが、意
のままに効果的にできる。自分の考え
や意見を正確に表現でき、自分の発
言を上手に他の話し手の発言に合わ
せることができる。 

どこに住んでいるか、また、知っている
人たちについて、簡単な語句や文を
使って表現できる 

家族、周囲の人々、居住条件、学歴、
職歴を簡単なことばで一連の語句や
文を使って説明できる。 

簡単な方法で語句をつないで、自分
の経験や出来事、夢や希望、野心を
語ることができる。意見や計画に対す
る理由や説明を簡潔に示すことがで
きる。物語を語ったり、本や映画のあ
らすじを話し、またそれに対する感想・
考えを表現できる。 

自分の興味関心のある分野に関連す
る限り、幅広い話題について、明瞭で
詳細な説明をすることができる。時事
問題について、いろいろな可能性の 
長所、短所を示して自己の見方を説
明できる。 

複雑な話題を、派生的話題にも立ち
入って、詳しく論ずることができ、一定
の観点を展開しながら、適切な結論
でまとめ上げることができる。 C1 
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付録１ 

「CEFRの自己評価表（技能別）話すこと」 
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